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現
在
の
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ

ス
「h

ttp
://w

w
w
.city

.in
za

i.ch
ib
a.jp
/

」
が
、　
月
か
ら
次

10

の
ア
ド
レ
ス
に
変
更
さ
れ
ま
す

　【
印
西
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

　
新
ア
ド
レ
ス
】

　h
ttp
://w

w
w
.c
ity
.

in
za
i.lg
.jp
/

　
現
時
点
で
使
用
さ
れ
て
い
る
パ
ソ

コ
ン
に
「
お
気
に
入
り
」
や
「
シ
ョ
ー

ト
カ
ッ
ト
」
に
登
録
さ
れ
て
い
る
場

合
、　
月
以
降
に
登
録
の
変
更
を
お

10

願
い
し
ま
す
。

※
市
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（h

o
m
e
@

city
.in
zai.lg

.jp

）と
各
課
の
専

用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※
そ
の
ほ
か
の
機
能
な
ど
も
含
め
て
、

詳
し
く
は
、
今
後
の
『
広
報
い
ん
ざ

い
』
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■問 
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
班
（
緯
内

線
4
1
8
・
4
1
9
）。

時
～
5
時
。

■場 
鎌
ケ
谷
市
役
所
（
新
鎌
ケ
谷
駅
か

ら
徒
歩
5
分
）。

■他 
地
元
で
就
職
応
援
ツ
ア
ー
を
　
月
11

中
下
旬
に
開
催
予
定
。
詳
細
は
後
日

お
知
ら
せ
。

②
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ち
ば
出
張
版

「
応
募
書
類
セ
ミ
ナ
ー
　
印
西
」

in

＆
ち
ょ
こ
っ
と
相
談

　
応
募
書
類
の
基
本
的
な
書
き
方
、

注
意
点
や
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
、
さ
ら

に
「
魅
力
的
な
志
望
動
機
と
は
何

か
」
を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
は
キ
ャ
リ
ア

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
個
別
相
談
「
ち
ょ

こ
っ
と
相
談
（
一
人
　
分
程
度
・
先

10

着
8
人
）」
や
求
人
情
報
一
覧
表
の

閲
覧
も
で
き
ま
す
。

■時 
９
月
　
日
牙
・
午
後
１
時
　
分
～

１９

３０

４
時
（
開
始
　
分
前
に
集
合
）。

１０

①
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ち
ば
出
張
版

「
面
接
練
習
セ
ミ
ナ
ー
　
鎌
ケ

in

谷
」
＆
ち
ょ
こ
っ
と
相
談

　
若
者
の
就
職
支
援
施
設
「
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ
ち
ば
」
と
鎌
ケ
谷
市
・
印
西

市
・
白
井
市
の
3
市
が
共
催
で
、
就

職
活
動
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。
今
回
は
、
面
接
の
ポ
イ
ン

ト
を
理
解
し
、
入
室
か
ら
退
室
ま
で

の
面
接
の
一
連
の
流
れ
を
実
践
練
習

し
ま
す
。「
面
接
初
心
者
」
に
お
ス

ス
メ
で
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
は
キ
ャ
リ
ア

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
個
別
相
談
「
ち
ょ

こ
っ
と
相
談
（
一
人
　
分
程
度
・
先

10

着
8
人
）」
や
求
人
情
報
一
覧
表
の

閲
覧
も
で
き
ま
す
。

■時 
　
月
7
日
俄
・
午
後
1
時
　
分
～

10

30

4
時
（
開
始
　
分
前
に
集
合
）。

10

※
「
ち
ょ
こ
っ
と
相
談
」
は
午
後
4

※
「
ち
ょ
こ
っ
と
相
談
」
は
、
午
後

４
時
～
５
時
。

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館

（
中
央
南
）。

※
次
の
よ
う
な
人
に
お
す
す
め
で
す
。

▼
応
募
書
類
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

知
り
た
い
▼
履
歴
書
の
書
き
方
が
よ

く
わ
か
ら
な
い
▼
職
務
経
歴
書
、
添

え
状
の
書
き
方
が
わ
か
ら
な
い
▼
魅

力
的
な
志
望
動
機
を
書
く
際
の
注
意

点
が
知
り
た
い
▼
基
本
を
確
認
し
、

書
類
の
見
直
し
を
し
た
い
。

【
①
②
共
通
】

■対 
就
職
を
考
え
て
い
る
　
～
　
歳
の

１５

３９

人
。

■定 
　
人
。

20
■申 
電
話
で
左
記
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
経
済
政
策
課
経
済
政
策
班（
緯
内

線
3
5
5
）。

③
子
育
て
お
母
さ
ん
の
再
就
職

支
援
セ
ミ
ナ
ー

　
就
職
ま
で
の
悩
み
や
課
題
を
解
決

す
る
た
め
、
求
人
情
報
収
集
か
ら
面

接
の
受
け
方
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
な

ど
、「
就
職
ス
キ
ル
」
を
テ
ー
マ
と
し

■他 
セ
ミ
ナ
ー
内
容
の
詳
細
は
、
千
葉

県
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
緯

0
4
3
―
2
4
5
―
9
4
2
0
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■申 
電
話
で
左
記
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
経
済
政
策
課
経
済
政
策
班
。

⑤
「
ふ
く
し
の
し
ご
と
」
ミ
ニ

面
接
会

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
成
田
で
は
、
福

祉
・
介
護
の
仕
事
を
希
望
す
る
人
を

対
象
に
、
施
設
の
採
用
担
当
者
と
の

相
談
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。
仕
事

内
容
な
ど
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、

個
別
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■時 
9
月
　
日
我
・
午
後
1
時
　
分
～

18

30

3
時
　
分
（
受
け
付
け
1
時
～
）。

30

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
1
号
館

（
中
央
南
）。

■定 
　
人
。

30
胸
参
加
施
設
…
印
西
市
内
お
よ
び
周

辺
の
　
事
業
所
を
予
定
。

10

■他 
履
歴
書
を
持
参
。

■申 
電
話
で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
成
田
・
福
祉
人
材

コ
ー
ナ
ー
（
緯
碓２７ 
８
６
０
９
）。

た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

※
セ
ミ
ナ
ー
は
雇
用
保
険
受
給
者
の

活
動
実
績
と
な
り
ま
す
。

■時 
　
月
1
日
峨
・
午
前
　
時
～
午
後

10

10

　
時
　
分
。

12

30

④
役
立
つ
！
中
高
年
の
再
就
職

支
援
セ
ミ
ナ
ー

　
就
職
ま
で
の
悩
み
や
課
題
を
解
決

す
る
た
め
、
応
募
書
類
の
書
き
方
や

面
接
の
受
け
方
な
ど
、「
就
職
ス
キ

ル
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。

※
セ
ミ
ナ
ー
は
雇
用
保
険
受
給
者
の

活
動
実
績
と
な
り
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
画
・
午
前
　
時
～
午
後

10

11

10

　
時
　
分
。

12

30

■対 
お
お
む
ね
　
～
　
歳
。

40

65

【
③
④
共
通
】

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
1
号
館

（
中
央
南
）。

噛
講
師
…
千
葉
県
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
。

■定 
　
人
。

30
※
③
は
託
児
あ
り
（
　
人
ま
で
。
要

10

予
約
）。

　
み
な
さ
ん
が
ご
利
用
に
な
っ
て
い

る
現
在
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
機
能
・

デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
刷
新
し
、
よ
り
利

便
性
を
高
め
る
た
め
、
変
更
を
行
い

ま
す
。

怯
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
う
変
更

点▼
カ
テ
ゴ
リ
ー
・
デ
ザ
イ
ン
な

ど
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す

　「
暮
ら
す
」「
働
く
」「
学
ぶ
」な
ど

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
見
直
し
、閲
覧
す

る
み
な
さ
ん
が
よ
り
情
報
を
探
し
や

す
く
な
る
よ
う
、整
理
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
印
西
市
の
魅
力
や
情
報
を

広
く
発
信
す
る
媒
体
と
し
て
、
さ
ら

に
親
し
み
や
す
く
、
※

ア
ク
セ
シ
ビ

リ
テ
ィ
を
重
視
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
構

築
し
ま
す
。

※
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
…
高
齢
者
・

障
害
者
を
含
め
、
誰
も
が
さ
ま
ざ
ま

な
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
支
障
な
く
利
用

で
き
る
要
素
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
が

変
わ
り
ま
す

平成２５年（２０１３）９月１日号（４）

　花咲くまちづくりにつながる活動の状況や、活動支
援情報をまとめて市ホームページに掲載しています。
　また、千葉県立北総花の丘公園の緑の相談員さんか
ら、いんザイ君が教えてもらった旬の花情報も月1回
の更新で掲載中です。
　なお、市民のみなさんからの投稿ページ「いんザイ
君の花アルバム」では随時作品を募集しています。自
慢の花壇、お庭などを投稿してみませんか。
■対 投稿者ご自身（またはご家族）が栽培した花壇など。
■申 作品タイトル（未記入可）・名前（未記入の場合は
匿名と表記・イニシャル可）・栽培にまつわるコメン
トを記入のうえ、投稿する花の画像を添付してＥメー
ルで下記まで。
■問 企画政策課企画政策班（〒270―1396印西市大森
2364―2・緯内線472・■メール kikakuka@city.inzai.lg.jp）。

 市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

 　
月
1
日
峨
か
ら
稼
働

10

～ 市内の花の情報発信中 ～

　市では災害時などの情報伝達手段として、携帯電話やパソコンへのメー
ル配信サービス「印西市緊急情報発信システム」を実施しています。
　このメール配信サービスは、どなたでも利用することができますが、あ
らかじめ『利用者登録』が必要になります。
　なお、登録は無料ですが、『利用者登録』および『登録解除』の際の通信
料、メールの受信、WEB閲覧にかかる費用は、利用者の負担になります。
【防災メール『利用者登録』手順】
　利用する通信機器から下のアドレスに「空」メールを送信してください。

 b@inz.171k.jp

※詳細については、市ホームページ（http://www.city.inzai.chiba.jp）お
よび市防災ホームページ（http://bousai.city.inzai.lg.jp）に掲載。
■問 防災課防災班（緯内線４５4）。

防災メール

▲ QRコードも
利用可です

　防災行政無線から放送された内容を確認するためのテレホンサービス（フ
リーアクセス）を無料で聞くことができます。放送内容が分からなかったとき
や、もう一度聴きたいときは、

緯0800―800―0864
をご利用ください。操作方法の説明は、メッセージで確認できます。
※これまでの防災行政無線テレホンサービス（緯碓40 2900）を利用した場合、
通話料は利用者負担となります。

防防防防防防防防防防災災災災災災災災災災行行行行行行行行行行政政政政政政政政政政無無無無無無無無無無 防災行政無線線線線線線線線線線線無無無無無無無無無無料料料料料料料料料料テテテテテテテテテテレレレレレレレレレレホホホホホホホホホホンンンンンンンンンンササササササササササーーーーーーーーーービビビビビビビビビビ無料テレホンサービススススススススススス 

　柏市、我孫子市、印西市では3市共同で手賀沼・手賀川周辺の観
光スポットを巡るスタンプラリーを実施しています。
　このスタンプラリーは手賀沼・手賀川周辺を4つのゾーン（Ｔゾー
ン＝我孫子方面、Ｅゾーン＝柏方面、Ｇゾーン＝柏・我孫子方面、
Ａゾーン＝印西方面）に分け、専用の台紙にスタンプを3つ（3ゾー
ン分）以上集めて応募すると、抽選で3市にちなんだ素敵な景品が
当たります。
　秋の手賀沼・手賀川周辺を満喫しながらのスタンプラリーをお楽
しみください。
■時 12月1日蚊まで。
胸台紙配布場所（市内）…印西市役所、中央公民館、松山下公園総
合体育館、印西市観光情報館など。
胸スタンプ設置場所…4ゾーン、16カ所。
■申 応募は12月6日画（消印有効）までに、台紙に50円切手を貼付
のうえ、必要事項を記載し、ご送付ください。なお、応募は一人1
通に限ります。
※景品詳細は台紙で確認してください。
■問 経済政策課地域資源振興班（緯内線351・352）。

TTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAスタンプラリー
～手賀沼・手賀川周辺の観光スポットを巡ろう～

▲カシワ二

みなさんのご応募お待ちしています鎧

▲いんザイ君 ▲手賀沼のうなきちさん

働
き
た
い
人
た
ち
を

　
　
　
　
応
援
し
ま
す


